
◆患者の就労状況や就労継続に関する意向の確認を「多くの医師が行っていると思
う」と回答した病院は約６割あった。一方、「行っていない医師が多いと思う」と
回答した病院は約３割であった。

◆病状・治療計画等について、より詳細に職場に伝えている患者の方が
（職務上の配慮を）「得られている」と回答した割合が高かった。

◆患者が治療と仕事の両立のために、職場に求めることは、“柔軟な働き方の推
進”（約５割）、“両立しやすい職場の雰囲気” （約４割）が多かった。

◆患者の職場からの情報入手状況は「多くの医師が得られていると思う」が約２割で
あった。一方、「得られていない医師が多いと思う」「得られていないと思う」と回答
した病院は合わせて約６割であった。

◆病状・治療計画等について患者が職場に伝えている割合は約９割で
あった。
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◆病院が患者の両立支援のために、職場に求めることは、“両立しやすい職場
の雰囲気づくり” （約７割）が最も多かった。

◆病院が、患者の治療と仕事の両立支援ために、

行政に求めることは、

“社会全体の気運の醸成”（約８割）が最も多かった。

0.0%

20.4%

48.1%

16.7%

13.0%

1.9%

全ての医師が得られている

多くの医師が得られていると思う

得られていない医師が多いと思う

得られていないと思う

把握していない

無回答

⑥【病院調査】患者の職場からの職務内容等の情報の入手状況

53.8%

28.5%

8.8%

5.9%

2.9%

伝えている

ある程度伝えている

がんに罹患したことのみ伝えている

伝えていない

無回答

⑦【患者調査】病状等の職場への伝達状況

病状等を伝達している割合の合計：91.1％

Ｎ = 691

73.8%

30.3%

19.7%

22.1%

61.5%

63.6%

3.6%

7.7%

12.1%

0.5%

0.5%

4.5%

伝えている

ある程度伝えている

がんに罹患したことのみ伝えている

⑧【患者調査】職場からの職務上の配慮配慮の状況＞＞＞
一段目：得られている
二段目：概ね得られている
三段目：あまり得られてない
四段目：得られてない

n=366

n=195

n=66

Ｎ = 627

Ｎ=54

0.0%

59.3%

25.9%

0.0%

13.0%

1.9%

全ての医師が実施

多くの医師が行っていると思う

行っていない医師が多いと思う

行っていないと思う

把握していない

無回答

⑤【病院調査】患者の就労状況や就労継続の意向の確認 Ｎ=54

3.8%

3.9%

11.0%

15.5%

18.2%

20.7%

32.1%

36.8%

48.9%

その他

産業保健スタッフの設置・充実

職場の相談支援体制の確立

経営層による両立の方針の提示

職員（社員）のがんに関する知識の習得や理解の促進

特にない

治療に関する支援制度等の充実

両立しやすい職場の雰囲気

柔軟な働き方の推進

⑩【患者調査】両立支援のため、職場に求めること（複数回答）

1.9%

1.9%

38.9%

40.7%

48.1%

50.0%

50.0%

53.7%

68.5%

その他

特にない

経営層による両立の方針の提示

がん相談支援センターの活用

患者の勤務情報の提供

主治医等と職場の産業保健スタッフ等との連携

職員のがんに関する知識の習得や理解の促進

治療に関する支援制度等の充実

両立しやすい職場の雰囲気づくり

⑨【病院調査】両立支援のため、職場に求めること（複数回答）

1.9%

9.3%

27.8%

38.9%

46.3%

77.8%

特にない

その他

病院における両立支援の好事例の紹介

病院への両立支援アドバイザー等の派遣

両立支援の研修を開催

社会全体の気運の醸成

⑪【病院調査】両立支援のため、行政に求めること（複数回答）
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Ｎ=54


